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評価項目①【重点目標】 

学生募集活動は適正に行われ 

ているか。 

１ 現状分析 

入学者選抜方法を見直し，令和８年度

からは指定校推薦制度の導入を決定し

た。近年の在学生の出身高校や松戸歯学

部附属歯科衛生専門学校の指定校を調

査・検討し，適切と思われる複数の高校

に学校訪問説明を行い，現在 10 校を指

定校とする運びとなった。令和６年度も

令和５年度に引き続き校長，教務主任及

び専任教員が広報活動に努めている。  

 

２ 長所・特色 

令和８年度入学者選抜から指定校推

薦制度の導入を決定した。また，年５回

行っている進学相談会では，アンケート

結果から体験実習内容の見直しや在学

生によるサポートの充実を図るなど，来

校者のニーズに合わせて対応している。 

 

３ 問題点 

定員充足率が 100％に達していないこ

とや，附属校ならではの組織力を十分に

伝えられていない。 

 

４ 取組方策 

令和６年度の入試状況の点検・評価を

行い，必要に応じて入試制度の内容を改

善するとともに，歯学部や同窓会，他学

部などと連携を強化し，日本大学の附属

校としての強みをアピールしていく。 

Ｂ 

近年の現状をしっ

かり分析されている。 

選抜方法について

は松戸歯学部附属歯

科衛生専門学校の指

定校を調査し，次年度

からの指定校推薦制

度の導入を決定した。

問題点に対する解決

策が具体的に示され

ていることが評価さ

れる。 

11 月 18 日時点で定

員充足の見通しが立

ちそうな人数となっ

ており，令和６年度の

入試で既に好結果が

出ている。 

 

高等学校での学校

説明会及び進路説明

会を行うほか，学園祭

では体験会などを行

い，学生募集に積極的

に努めていることが

評価できる。 

進学相談会では現

役の歯科衛生専門学

校生と説明会参加者

とが触れ合う席を設

け，より身近に実際の

学生生活に対する説

明をすることができ

ている。 

校長，教務主任及び

専任教員が広報活動

に努めていることは

すばらしいと思う。  

また歯学部や同窓

会，他学部などと連携

を強化し，日本大学の

附属校としての強み

をアピールしていく

ことも是非継続して

ほしい点だ。今後更な

る入学希望者増加へ

つなげ，入学者のレベ

ルが上がることを期

待したい。 

皆様の努力が令和

６年度の好結果に結

び付いていると感じ

た。 

附属校の強みを伝

え続け倍率が上がっ

てほしい。 

令和８年度入学者

選抜から指定校推薦

制度の導入後の結果

が楽しみである。 

歯科衛生士を目指

す人の中には，働きな

がら資格取得を目指

す人や主婦などがい

ることも考えられる。 

様々なニーズに応

えるカリキュラムが

必要なのかもしれな

い。 

Ａ 

令和８年度から導入

する指定校推薦制度の

応募状況などに鑑み，

指定校の補充を含めた

指定校推薦制度の見直

しを行う。また，現在，

日本大学歯学部だけで

なく，他学部とも連携

した教育を展開してお

り，日本大学の附属校

としての強みをよりア

ピールしていきたい。

その一環としてインス

タグラムなどのＳＮＳ

の活用を検討する。 

評価項目② 

カリキュラム・ポリシーに基

１ 現状分析 

歯科衛生士国家試験出題基準及び歯
Ｂ 

国家試験出題基準

の改訂，社会情勢の変

懇切丁寧な指導や

豊富な教材がすばら

臨床実習が学部生

と一緒だったことも
Ａ カリキュラムの大幅

な見直しは新カリキュ
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づき，専門課程にふさわしい

授業科目を開設し教育課程を

体系的に編成しているか。 

科衛生学教育コア・カリキュラムの改訂

に伴い新カリキュラムを策定し，令和６

年度より開始している。また，次年度よ

り始まる新カリキュラムにおける臨床

実習に向け，現在の実習内容を見直し，

診療参加型臨床実習の構築に向け取り

組んでいる。 

２ 長所・特色 

授業科目は全て必修である。授業は科

目に関する分野を専門とする歯科医師

や医師，コ・メディカルによって行われ，

一方向の講義だけでなく，グループワー

クや演習など学生参加型の授業を多く

取り入れている。また，主体性や協調性

だけでなく，リーダーシップやマネジメ

ント能力の育成も取り組んでいる。

臨床実習においては，専門基礎分野や

基礎実習で修得した知識や技術を，臨床

現場で実践できるように，実習内容を構

築している。 

３ 問題点 

まだ新カリキュラムを３年間実施し

ていないため，ディプロマ・ポリシーに

明示した能力と学習成果の整合性など

を検討できない。 

４ 取組方策 

学年ごとの学習成果，学生の満足度や

達成度などを数的データ化し，分析・検

討を行い見直していく。 

化などに伴い長い時

間をかけて各々の教

員が思慮され新カリ

キュラムを作成され

た。

時代に則した対応

がなされている。 

的確な現状分析が

なされ，学生募集と同

様最善の解決策を示

し教職員一丸となっ

ている雰囲気が伝わ

ってくる補講や基礎

実習が見学できた。 

今後高齢化社会が

進み，多職種の医療連

携が重要になってく

るので，そういう場面

で積極的にリーダー

シップやマネジメン

ト能力が発揮できる

歯科衛生士を育成し

ようとしている貴校

の取組は評価できる。

しく，愛ある指導がな

されている。 

学生に対する接し

方も好感が持てる。 

大学附属の利点を

生かして，歯科病院，

歯学部及び技工専門

学校と協力して学生

実習の充実を図って

いることは，大いに誇

れる取組だと思う。質

問の仕方においても

教育が行き届き，テク

ニックのみならず実

際の臨床現場での態

度や在り方なども同

時に学べていた。

また，学生の満足度

や達成度などをデー

ターベース化し，分析

検討することは先鋭

的で，学生たちにも客

観的に自分を評価で

きる資料として有効

だと思う。

必修項目が組み込

まれた上で，国家試験

対策が無理のない範

囲で行われている。 

あり，しっかり見学で

きなかったことが少

し残念である。 

小児の摂食につい

ての学生の見学は真

後ろからだったので，

小児への配慮もある

が，もう少し咀嚼の様

子が分かるように工

夫してほしい。 

しかし臨床実習と

いうことで基礎実習

には無い良い意味で

の緊張感を感じた。 

問題点として挙げ

られているように，光

学印象採得等触れる

機会が増えることが

望ましい。 

ディプロマ・ポリシ

ー等に関しては改訂

間もないので待ちた

い。 

ラム導入３年後に予定

しているが，学生の成

績結果も踏まえて，新

カリキュラム導入した

１年を通してみられた

問題点を検討する。特

に，技工専門学校と連

携し，デジタルデンテ

ィストリーとしてこれ

からの歯科医療に必要

な光学印象採得に触れ

る機会を設ける。

評価項目③ 

学生への支援は適切に行われ

ているか。 

１ 現状分析 

校長，教務主任及び専任教員間で学生

の情報を共有し，修学支援や生活支援な

どを行っている。また，日本大学歯学部

学生課とも適宜連携をし，精神科医や看

護師，臨床心理士などからも助言を得な

がらきめ細やかな支援を行っている。 

Ｂ 

教職員が学生の情

報を共有し，適切な指

導や対応を行ってい

ることはすばらしい。 

常に教員が親身に

対応し完結できるこ

とが多いが，深刻な場

合日本大学本部と連

１年次生の補講を

見学した。成績不振者

に補講を受けさせる

取組は他校にもある

が，早期に学生自ら放

課後を利用して補講

を受講していること

には驚いた。親身に丁

年々問題を持った

学生が増え教員の負

担が大きい。教員一人

に対する業務や精神

的負担が大きく，十分

な指導ができなくな

る可能性がある。 

教員のサポートも

Ａ 

引き続き，担任を中

心とした学生の定期的

な面談を行い，きめ細

やかなサポートを持続

する。また，現在の専

任教員一人一人の負担

が大きく，学生指導に

も支障が生じているこ
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２ 長所・特色 

成績不振者に対しては，担任を中心に

放課後などを利用した補習等で修学を

支援し，適宜，保護者も交えて，校長，

担任及び副担任と面談を行っている。ま

た心身に困難を抱える学生の支援では，

各専門職の助言を得ながら，適切な配慮

を提供できるよう努めている。 

日本大学歯学部，日本大学本部の学生

支援センター及び日本大学病院との連

携等日本大学の附属校ならではの支援

を活用し，組織全体で支援できる体制が

整えられている。 

３ 問題点 

多様化する学生の対応に追われ，担任

の負担が大きくなっている。専任教員数

が４人のため，全学年を２人体制で学生

を支援することができない状況にある。

専任教員の時間的な余裕も少ないこと

から，多様化する学生に対する学生支援

が十分にできないケースが生じている。 

４ 取組方策 

毎月行われる教員会や日頃から教員

と専門学校事務室間で学生の近況を共

有して適切な学生支援を行う。また，専

任教員の業務の見直しや専任教員の心

身にも配慮しながら，学生支援を強化で

きるよう努める。さらに，専門学校運営

委員会にて継続して教員の学生支援の

適切性について多角的に点検・評価を行

う。 

携を取り，精神科医の

対応もなされている。 

また，総合大学の強

みを生かし，教職員だ

けで問題を抱え込む

のではなく，精神科医

や臨床心理士などに

助言を受けられるこ

とはすばらしい。 

寧に時間を使ってサ

ポート及び配慮がさ

れている。 

日本大学ならでは

の手厚い対応が可能

になっていると感じ

た。 

また，専門職のアド

バイスなど日本大学

としてトータルな対

応ができることは学

生及び保護者の安心

につながると思った。 

定期的な面談を行

い，生徒一人一人への

サポートがなされて

いる。

大切にしたい。 

問題点に挙げられ

ているように，専任教

員がもう少し多い方

が良いと感じた。 

専門学校の学生が

相談しやすい環境整

備が更に必要だと思

われる。 

とから，専任教員の増

員を訴えていきたい。 

評価項目④ 

災害に備えた環境が整備され

ているか。 

１ 現状分析 

令和６年度は自然災害により各地で

様々な被害が生じている。臨床実習中の

学生は日本大学付属歯科病院での避難

訓練に参加をしているが，その他の学生

は避難訓練を行っていない。また，各学

年の掲示板に千代田区災害時避難場所

Ｂ 

災害はいつ起こる

か分からない。 

いくら準備しても，

その準備やシミュレ

ーションどおりには

絶対に進まない。 

コロナ禍で手薄に

能登半島地震の被

災学生への支援とし

て奨学金が給付され

たことはすばらしい

と思う。 

非常食の備蓄は安

心につながる。日本大

日本大学歯学部の

組織内にあるために，

独自の対策がしづら

いことが挙げられる

が，日頃からの準備が

災害には重要である。 

今後は早急に現状

Ｂ

歯科衛生専門学校独

自の防災マニュアルと

アクションカードを作

成し，教職員と学生の

理解を図る。
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を掲示しているが，防災マニュアルは目

の触れるところに置かれていないなど，

環境整備が十分とはいえない。また，日

本大学の組織としての強みを持ってい

るが，十分に生かされていない。 

 

２ 長所・特色 

能登半島地震の被災学生への支援と

して奨学金が給付されるなど，日本大学

には自然災害に関する組織的なサポー

トがある。学内の設備においては避難口

や避難経路が確保され，避難食の備蓄な

どの防災対策がなされている。 

 

３ 問題点 

各災害場面に応じた防災マニュアル

やアクションカードなどが未作成のた

め，災害時の対応や役割分担が不明確で

ある。 

 

４ 取組方策 

歯科衛生専門学校としての各災害場

面に応じた防災マニュアルやアクショ

ンカードの作成を検討する。 

なっていたのは致し

方ないが，現状を把握

し問題点について適

切に分析できている

ので，日本大学の強み

を生かし，早目の対策

が望ましい。 

学の組織的サポート

があり，設備，備蓄な

ど安心できる。 

に即した専門学校と

しての防災マニュア

ルとアクションカー

ドの作成をお願いし

たい。 

また，作成するだけ

でなく，教職員と学生

の目に触れるように

していただきたい。 

 

4




